
大
乗
の
『
大
般
浬
藥
経
』
は
、
そ
の
思
想
的
な
内
容
の
高
度
な
点
、
経
典
の
圧
倒
的
な
ボ
リ
ュ
ウ
ム
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
点
か
ら
見
て

も
、
『
華
厳
経
」
と
並
ぶ
大
乗
経
典
の
二
大
巨
峰
で
あ
る
。
そ
れ
は
『
華
厳
経
」
と
華
厳
宗
の
よ
う
に
、
一
宗
派
を
形
成
す
る
た
め
の
中

心
と
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
中
国
・
朝
鮮
・
日
本
の
仏
教
に
極
め
て
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
点
は
否
定
で
き
な
い
。
特
に
わ
が
親
鶯
は

①

そ
の
著
『
教
行
信
証
』
に
『
浬
梁
経
」
か
ら
相
当
量
の
文
章
を
引
用
し
て
、
自
己
の
思
想
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
他

の
諸
経
に
比
べ
て
も
特
別
で
あ
る
と
い
う
印
象
を
持
つ
。
一
体
そ
の
意
図
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
点
を
追
求
し
て
い

く
た
め
に
は
、
ま
ず
『
浬
藥
経
」
自
身
を
研
究
し
て
、
そ
れ
が
一
体
ど
の
よ
う
な
経
典
で
あ
る
の
か
、
ま
た
他
の
主
要
な
大
乗
経
典
と
の

間
に
ど
の
よ
う
な
相
互
的
関
係
が
あ
る
の
か
、
と
い
っ
た
点
が
明
ら
か
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
視
点
に
立
っ
て
、
『
浬
藥
経
」
を
概
観
し
た
と
き
、
こ
の
経
典
の
主
張
の
中
心
が
、
「
如
来
常
住
無
有
変
易
」
と
「
一
切
衆

②

生
悉
有
仏
性
」
の
二
つ
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
比
較
的
容
易
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
が
一
体
ど
の
よ
う
な
大
乗

仏
教
の
コ
ン
テ
キ
ス
ト
に
立
ち
、
ど
の
よ
う
な
必
然
性
に
よ
っ
て
こ
の
よ
う
に
膨
大
な
量
の
文
章
を
生
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
っ
た

問
題
に
な
る
と
決
し
て
明
瞭
で
あ
る
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
点
が
明
ら
か
に
な
ら
な
い
限
り
、
先
の
親
鶯
の
思
想

乗
「
大
般
浬
藥
経
」
の
構
造
に
つ
い
て

｜
、
は
じ
め
に

織
田
顕

祐
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本
稿
が
考
察
の
対
象
と
す
る
『
浬
梁
経
」
の
テ
キ
ス
ト
は
お
よ
そ
次
の
通
り
で
あ
る
。

法
顕
・
仏
駄
賊
陀
羅
訳
『
大
般
泥
垣
経
』
六
巻
（
大
正
旭
巻
所
収
、
四
一
七
年
訳
出
）

曇
無
識
訳
「
大
般
浬
藥
経
」
四
十
巻
（
Ⅱ
北
本
）
（
同
、
四
二
一
年
訳
出
）

③

慧
厳
等
再
治
『
大
般
浬
梁
経
」
三
十
六
巻
（
Ⅱ
南
本
）
（
同
、
四
三
○
～
四
三
三
年
の
間
に
訳
川
）

こ
の
う
ち
の
南
本
『
浬
藥
経
」
に
つ
い
て
は
、
編
集
者
で
あ
る
慧
厳
の
伝
記
に
、

大
浬
藥
経
、
初
め
て
宋
士
に
至
る
。
文
言
は
善
を
致
す
も
、
品
数
は
疎
簡
な
り
。
初
学
は
以
て
懐
に
措
く
こ
と
難
し
。
厳
、
迺
ち
慧

観
謝
霊
運
等
と
共
に
、
泥
垣
本
に
依
り
て
、
之
に
品
目
を
加
う
。
文
は
質
に
過
ぎ
る
有
り
て
、
頗
る
は
亦
治
改
す
。
始
め
て
数
本
有

り
て
流
行
す
。
（
大
正
印
・
三
六
八
ａ
）

と
あ
る
。
こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
北
本
「
浬
梁
経
」
は
品
数
が
少
な
く
て
理
解
し
に
く
く
、
文
言
は
実
質
本
位
で
美
し
さ
に
か
け
て
い
た

の
で
、
『
泥
恒
経
」
に
よ
っ
て
品
を
改
め
、
偏
っ
た
文
言
を
訂
正
し
て
始
め
て
広
く
読
ま
れ
る
よ
う
な
経
典
に
な
っ
た
も
の
が
い
わ
ゆ
る

南
本
『
浬
藥
経
」
で
あ
る
事
が
了
解
で
き
る
。
実
際
に
は
六
巻
「
泥
桓
経
」
と
北
本
「
浬
梁
経
」
が
、
相
応
す
る
同
一
経
典
同
士
で
あ
る

こ
と
を
言
厳
ら
が
気
づ
い
て
、
両
者
を
対
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
層
優
れ
た
経
典
を
得
よ
う
と
す
る
ま
で
に
は
相
当
の
課
題
を
克
服
す

的
課
題
な
ど
も
明
ら
か
に
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
現
行
の
四
十
巻
、
あ
る
い
は
三
十
六
巻
の
『
浬
桑
経
」
が
、
あ
る
と
き
一
挙
に
成
立
し
２

た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
そ
の
背
景
に
は
経
典
成
立
に
関
す
る
歴
史
と
思
想
構
造
が
必
ず
存
在
す
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
点
に

つ
い
て
多
少
な
り
と
も
道
筋
が
立
て
ら
れ
れ
ば
、
膨
大
で
難
解
な
『
浬
藥
経
」
を
理
解
し
て
い
く
た
め
の
入
り
口
と
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
入
り
口
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
親
鶯
と
「
浬
梁
経
」
の
問
題
に
も
一
定
の
方
向
性
が
見

出
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。
本
稿
は
、
以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
立
っ
て
、
「
浬
藥
経
」
を
研
究
し
て
い
く
た
め
の
序
論
で
あ
る
。

二
、
書
誌
的
な
面
か
ら
見
た
『
浬
藥
経
』
成
立
の
背
景



法
顕
訳
六
巻
『
泥
垣
経
」
に
つ
い
て

最
初
に
、
法
顕
訳
六
巻
『
泥
垣
経
』
の
成
立
背
景
に
関
す
る
問
題
の
整
理
か
ら
始
め
よ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
「
出
三
蔵
記
集
」
巻
第

二
の
「
新
集
経
論
録
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

大
般
泥
恒
経
六
巻
晋
義
煕
十
三
年
十
一
月
一
日
道
場
寺
訳
出
（
大
正
弱
・
三
ｃ
）

こ
の
記
録
の
直
後
に
は
法
顕
の
訳
業
を
総
括
す
る
箇
所
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
彼
の
西
域
求
法
が
隆
安
三
年
（
三
九
九
）
に
始
め
ら
れ
た
こ

と
と
、
訳
経
が
東
晋
の
都
建
業
の
道
場
寺
に
お
い
て
行
わ
れ
、
仏
駄
賊
陀
羅
と
の
共
同
作
業
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に

よ
っ
て
、
六
巻
「
泥
恒
経
』
は
、
仏
駄
賊
陀
羅
と
の
共
同
作
業
に
よ
っ
て
四
一
七
年
に
訳
出
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
同
所

⑤

に
は
そ
の
訳
経
の
際
の
原
典
を
「
中
天
竺
師
子
国
」
で
入
手
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
記
録
は
、
『
浬
樂
経
」
の
思
想
的
基

盤
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
点
で
あ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
『
高
僧
伝
」
な
ど
の
記
述
に
よ
っ
て
も
う
少
し
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
『
高
僧
伝
」
巻
第
三
の
「
法
顕
伝
」
は
、
こ
の
間
の
事
情
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

後
、
中
天
竺
に
至
り
、
摩
娼
提
、
巴
波
連
弗
の
阿
育
王
搭
の
南
天
王
寺
に
於
い
て
、
摩
訶
僧
祇
律
を
得
、
又
薩
婆
多
律
抄
、
雑
阿
毘

曇
心
艇
経
、
方
等
泥
垣
経
等
を
得
。
（
大
正
印
．
三
三
八
ａ
）

る
必
要
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
こ
の
点
は
、
受
容
期
の
中
国
仏
教
の
内
実
を
知
る
上
で
極
め
て
興
味
深
い
問
題
と
言
え
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
の
点
は
当
面
の
課
題
で
は
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
南
本
は
北
本
に
順
ず
る
も
の
と
理
解
し
、
考
察
の
対
象
を
六
巻
『
泥
垣
経
」

と
四
十
巻
北
本
「
浬
藥
経
」
の
両
者
に
限
定
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

そ
こ
で
両
経
典
の
成
立
と
翻
訳
に
関
す
る
事
情
を
知
ろ
う
と
す
る
時
、
直
接
的
な
研
究
対
象
は
主
と
し
て
経
録
の
記
述
と
訳
者
の
伝
記

④

資
料
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
確
認
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
既
に
先
学
の
諸
研
究
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
を

参
照
し
な
が
ら
、
基
本
的
な
問
題
と
先
学
が
触
れ
て
い
な
い
点
に
つ
い
て
ま
と
め
る
こ
と
に
し
た
い
。
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『
出
三
蔵
記
集
」
は
、
巻
第
十
五
の
「
法
顕
法
師
伝
」
で
は
、
『
高
僧
伝
」
の
記
述
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
右
の
文
も
そ
の
ま
ま
掲
げ
て

い
る
か
ら
、
経
録
部
の
「
天
竺
師
子
国
」
の
記
述
が
何
を
根
拠
と
し
て
い
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
法
顕
自
身
は
「
中
天

⑥

竺
、
巴
連
弗
邑
」
と
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
従
う
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
法
顕
は
、
師
子
国
で
は
な
く
て
、
マ
ガ
ダ
国

の
パ
ー
タ
リ
プ
ト
ラ
に
お
い
て
『
泥
垣
経
』
の
原
典
を
入
手
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
同
伝
の
末
後
に
は
、
こ
れ
ら
の
経
典
を
仏
駄
倣
陀

羅
と
共
同
で
翻
訳
し
た
事
を
記
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

遂
に
南
し
て
京
師
に
造
り
、
外
国
禅
師
の
仏
駄
賊
陀
羅
に
就
き
て
、
道
場
寺
に
於
い
て
摩
訶
僧
祇
律
、
方
等
泥
垣
経
、
雑
阿
毘
曇
心

智
猛
訳
二
十
巻
『
泥
垣
経
」
に
つ
い
て

次
に
、
智
猛
訳
二
十
巻
『
泥
垣
経
」
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
こ
の
経
は
、
『
出
三
蔵
記
集
」
が
言
か
れ
た
時
点
で
既
に
欠
本
と

⑩
⑪

な
っ
て
お
り
、
こ
の
点
に
就
い
て
は
、
常
盤
大
定
が
そ
の
理
由
を
推
定
し
て
い
る
。
本
稿
の
課
題
か
ら
言
え
ば
、
二
十
巻
と
い
う
分
量
が

を
訳
出
す
。
（
同
ｂ
）

⑦

こ
の
「
方
等
泥
桓
経
」
に
つ
い
て
、
『
出
三
蔵
記
集
」
は
「
六
巻
泥
垣
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
「
出
三
蔵
記
集
』
の
第
八
巻
に
は
、
こ
の

経
の
「
出
経
後
記
」
を
載
せ
、
天
王
寺
に
お
い
て
優
婆
塞
の
伽
羅
先
な
る
人
物
が
法
顕
の
た
め
に
泥
恒
経
を
言
写
し
た
事
ま
で
記
し
て
い

⑧る
。
「
方
等
泥
恒
経
」
と
あ
る
だ
け
な
の
で
、
小
乗
の
「
大
般
浬
藥
経
」
で
あ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
、
法

⑨

顕
自
身
は
『
法
顕
伝
』
に
．
巻
方
等
泥
恒
経
、
五
千
偶
な
る
べ
し
」
と
述
べ
て
い
る
。
後
に
述
べ
る
よ
う
に
四
十
巻
「
浬
梁
経
」
を
訳

し
た
曇
無
識
が
、
原
典
の
三
分
の
二
ほ
ど
は
雑
多
で
不
要
と
し
て
翻
訳
せ
ず
、
本
来
三
万
五
千
偶
あ
っ
た
原
典
の
一
万
余
偶
の
み
訳
出
し

て
四
十
巻
と
し
た
こ
と
か
ら
い
え
ば
、
五
千
偶
は
二
○
巻
に
相
当
し
、
そ
の
三
分
の
一
は
ほ
ぼ
六
巻
に
相
当
す
る
か
ら
、
こ
の
五
千
偶
の

「
泥
恒
経
」
は
、
現
行
の
六
巻
『
泥
桓
経
』
で
あ
る
こ
と
は
ま
ず
間
違
い
な
い
。

つ
ま
り
、
「
浬
藥
経
」
の
最
も
原
初
的
な
部
分
は
、
中
印
度
に
お
い
て
成
立
し
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
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摩
訶
僧
祇
律
一
部
胡
本
未
訳
出

右
二
部
、
定
ん
で
一
部
を
出
だ
す
。
凡
そ
二
十
巻
な
り
。
宋
文
帝
の
時
、
沙
門
智
猛
西
域
に
遊
び
、
還
る
。
元
嘉
中
を
以
て
西

涼
州
に
於
い
て
泥
恒
経
一
部
を
訳
出
す
。
十
四
年
に
至
り
て
京
都
に
斎
還
す
。
（
大
正
弱
・
一
二
ｃ
）

と
の
記
述
が
あ
る
。
こ
の
記
述
は
、
な
か
な
か
に
意
味
深
長
で
あ
る
。
注
記
の
「
右
二
部
、
定
ん
で
一
部
を
出
だ
す
。
凡
そ
二
十
巻
な

り
」
は
、
『
泥
垣
経
」
と
『
摩
訶
僧
祇
律
』
を
合
わ
せ
て
一
本
に
し
た
と
も
受
け
取
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
法
顕
も

『
泥
垣
経
」
と
「
摩
訶
僧
祇
律
」
と
を
同
じ
パ
ー
タ
リ
プ
ト
ラ
に
お
い
て
入
手
し
て
い
た
。
「
泥
垣
経
」
と
『
摩
訶
僧
祇
律
』
の
あ
い
だ

に
ど
の
よ
う
な
関
係
が
有
る
の
か
改
め
て
考
察
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
今
は
問
題
提
起
に
と
ど
め
先
に
進
む
こ
と
と
し
た
い
。

⑭

ま
た
『
高
僧
伝
」
は
、
智
猛
が
元
嘉
十
四
年
に
蜀
へ
入
っ
て
い
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
前
掲
引
用
文
の
末
尾
の

「
十
四
年
に
至
り
て
京
都
に
齋
還
す
」
の
文
は
、
智
猛
に
よ
っ
て
訳
出
さ
れ
た
二
十
巻
「
泥
垣
経
」
が
、
訳
者
と
は
別
に
建
業
に
齋
さ
れ

た
と
い
う
意
味
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
欠
本
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
「
歴
代
三
宝
紀
」
は
、
「
宋
斉

録
」
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

集
」
巻
第
二
「
新
集
経
論
録
」
に

特
に
注
目
に
値
す
る
。
『
浬
藥
経
」
の
成
立
に
関
し
て
、
六
巻
「
泥
垣
経
』
と
の
関
係
が
重
要
な
問
題
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

⑫

『
高
僧
伝
』
巻
第
三
「
智
猛
伝
」
に
依
れ
ば
、
智
猛
は
弘
始
六
年
（
四
○
四
）
に
同
志
十
五
名
と
長
安
を
出
発
し
て
西
域
求
法
の
旅
に

出
、
中
央
ア
ジ
ア
を
へ
て
イ
ン
ド
に
至
り
、
パ
ー
タ
リ
プ
ト
ラ
に
お
い
て
「
大
泥
垣
梵
本
一
部
」
な
ど
を
入
手
し
て
帰
国
し
、
涼
州
に
お

い
て
「
泥
垣
本
を
出
だ
す
に
、
二
十
巻
を
得
」
て
、
そ
の
後
入
蜀
し
て
成
都
で
な
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
『
出
三
蔵
記
集
」
巻
第
八
に

⑬

は
「
二
十
巻
泥
垣
記
」
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
間
の
事
情
を
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
冒
頭
に
「
智
猛
伝
に
云
く
」
と
あ
る
よ
う
に

『
高
僧
伝
」
か
ら
抄
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
特
に
注
目
す
べ
き
点
は
な
い
。
智
猛
訳
の
二
十
巻
「
泥
恒
経
」
に
つ
い
て
は
、
『
出
三
蔵
記

般
泥
恒
経
二
十
巻
閼

摩
訶
僧
祇
律
一
部

右
二
部
、
定
ん

5



と
記
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
曇
無
識
が
『
浬
梁
経
」
の
訳
出
に
八
年
程
の
時
間
を
か
け
て
い
る
こ
と
、
三
万
五
千
偶
の
原
典
を
約
三
分
の

⑮

一
に
短
縮
し
て
訳
出
し
た
こ
と
、
な
ど
を
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
『
高
僧
伝
」
巻
第
二
「
曇
無
識
伝
」
と
「
出
三
蔵
記
集
」

⑯

巻
第
八
に
収
め
ら
れ
る
道
朗
の
「
大
浬
藥
経
序
」
に
よ
っ
て
、
更
に
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
曇
無
識
伝
」
に
よ
れ
ば
、
中
印
度

に
生
ま
れ
た
曇
無
識
は
、
始
め
達
摩
耶
舎
に
従
っ
て
小
乗
仏
教
を
学
ん
で
い
た
が
、
あ
る
時
「
白
頭
禅
師
」
な
る
者
に
出
会
っ
て
論
争
に

破
れ
、
彼
か
ら
「
樹
皮
の
浬
梁
経
本
」
を
授
け
ら
れ
た
と
す
る
。
そ
の
後
も
っ
ぱ
ら
大
乗
仏
教
を
学
び
、
そ
の
後
中
印
度
を
辞
し
て
、

「
大
浬
藥
経
前
分
十
巻
、
菩
薩
戒
経
、
菩
薩
戒
本
」
を
持
し
て
闘
寶
に
行
く
が
、
両
賓
は
小
乗
仏
教
が
盛
ん
で
「
浬
梁
経
」
に
関
心
を
持

元
嘉
十
四
年
、
流
れ
て
楊
都
に
至
る
。
法
顕
と
同
な
り
。
宋
斉
録
に
見
る
。
（
大
正
娚
・
八
五
ａ
）

宋
代
に
は
、
智
猛
訳
の
二
十
巻
『
泥
恒
経
」
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
二
十
巻
と
い
う
分
量
は
、
巨
雲
無
識
訳
四
十
巻
『
浬
梁
経
」
に

当
て
は
め
れ
ば
、
嬰
児
行
品
の
終
り
ま
で
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
前
十
巻
が
六
巻
『
泥
垣
経
」
に
相
当
す
る
か
ら
、
二
十
巻
「
泥
垣
経
」

は
法
顕
の
訳
出
し
た
も
の
に
中
分
の
「
五
行
」
品
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
と
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
先
の
『
摩
訶
僧
祇
律
』
の
問
題

と
重
ね
て
、
「
混
梁
経
」
成
立
の
背
景
に
関
す
る
重
要
な
点
を
提
起
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

る
。
（
大
正
鞘

と
記
し
て
い
る
。

曇
無
識
訳
四
十
巻
『
浬
藥
経
」
に
つ
い
て

曇
無
識
訳
の
四
十
巻
『
浬
藥
経
」
に
つ
い
て
、
『
出
三
蔵
記
集
』
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

大
般
浬
樂
経
三
十
六
巻
偽
河
西
王
沮
渠
蒙
遜
の
玄
始
十
年
十
月
二
十
三
日
訳
出
（
大
正
弱
・
二
ｂ
）

「
三
十
六
巻
」
と
記
し
て
い
る
の
で
南
本
と
北
本
と
を
区
別
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
「
歴
代
三
宝
紀
』
は
、

大
般
浬
藥
経
四
十
巻
玄
始
三
年
、
胡
滅
に
於
い
て
訳
出
す
。
十
年
に
至
り
て
方
に
詑
る
。
此
の
経
凡
そ
三
万
五
千
偶
有
り
。
涼

に
於
い
て
減
ず
る
こ
と
百
万
言
な
り
。
今
訳
す
所
は
正
し
く
万
余
偶
な
り
。
三
分
し
て
始
め
て
一
な
る
の
み
。
竺
道
祖
の
涼
録
に
見

・
八
四
Ｃ
）

（
一
手
十
生
胎
Ⅲ
ノ
、

６



二
二
ｐ
ｊ
１
Ｌ
Ｉ
ｈ
Ｊ
ｔ
－
ｌ
ノ
イ
ー
Ｉ

此
の
経
の
梵
本
は
三
万
五
千
偶
な
り
。
此
の
方
に
於
い
て
百
万
言
に
減
ず
。
今
出
だ
す
所
は
、
｜
万
余
偏
に
止
む
。
（
同
右
）

と
述
べ
て
い
る
。
『
歴
代
三
宝
紀
」
の
記
述
は
こ
れ
に
よ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
体
ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ
っ
て
原
典
を
三
分
の
一
に

減
じ
た
の
か
、
は
っ
き
り
と
し
た
理
由
は
明
確
で
な
い
が
、
そ
の
理
由
を
道
朗
の
経
序
は
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

如
来
、
世
を
去
り
た
も
う
。
後
人
は
不
量
・
愚
浅
に
し
て
此
の
経
を
抄
略
し
、
分
か
ち
て
数
分
と
作
す
。
意
に
随
い
て
増
損
し
雑
え

る
に
世
語
を
以
て
す
。
縁
り
て
本
正
を
違
失
せ
し
む
。
乳
、
之
に
水
を
投
ず
る
が
如
し
。
（
大
正
弱
．
五
九
ｃ
～
六
○
ａ
）

ま
た
、
翻
訳
の
事
情
を
述
べ
た
直
後
に
お
い
て
も
、

唯
だ
、
恨
む
ら
く
は
胡
本
分
離
し
て
残
鉄
未
だ
備
わ
ら
ざ
る
の
み
。
（
同
五
九
Ｃ
）

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
文
章
に
よ
れ
ば
、
当
初
の
原
典
は
数
本
に
分
離
し
た
上
に
、
か
な
り
雑
多
な
要
素
が
混
入
し
て
い
た
こ
と

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
を
自
雲
無
識
が
整
理
し
た
結
果
と
し
て
四
十
巻
の
『
浬
藥
経
」
が
成
立
し
た
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
実

た
な
か
っ
た
の
で
、
亀
弦
に
行
き
、
更
に
進
ん
で
姑
減
に
至
る
。
そ
こ
で
曇
無
識
の
名
声
に
触
れ
た
沮
渠
蒙
遜
の
命
に
よ
っ
て
、
三
年
間

土
地
の
言
葉
を
学
ん
で
、
「
初
分
十
巻
」
を
訳
出
し
た
と
す
る
。
諸
経
録
が
共
通
し
て
記
す
と
こ
ろ
の
、
玄
始
三
年
（
四
一
四
）
の
訳
出

と
は
、
こ
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
の
後
「
大
集
経
」
な
ど
六
十
余
万
言
を
訳
し
た
後
、
「
識
は
浬
梁
経
本
を
以
て
品

⑰

数
未
だ
足
ら
ざ
る
を
以
て
、
外
国
に
還
り
て
究
尋
せ
ん
」
と
し
て
、
そ
の
後
、
ホ
ー
タ
ン
で
そ
れ
を
手
に
入
れ
る
。
こ
の
間
の
様
子
を

「
曇
無
識
伝
」
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

後
、
干
閥
に
於
い
て
更
に
経
本
の
中
分
を
得
、
復
た
姑
減
に
還
り
て
之
を
訳
す
。
後
、
又
使
い
を
干
間
に
遣
り
て
尋
い
で
後
分
を
得
。

是
に
於
い
て
続
訳
し
て
三
十
巻
と
為
す
。
（
大
正
印
・
三
三
六
ｂ
）

⑬

最
後
の
「
三
十
巻
」
と
い
う
分
量
は
、
中
分
と
後
分
と
を
合
計
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
記
述
に
従
え
ば
、
四
十
巻
「
浬
藥

経
」
は
、
初
分
十
巻
と
中
分
・
後
分
の
三
回
に
分
け
て
翻
訳
さ
れ
、
そ
の
合
計
が
四
十
巻
で
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。
ま
た
、
「
曇
無

経
」
挫

識
伝
」

十
一

､

こ
の
直
後
に

７



⑲

際
に
『
浬
梁
経
』
を
通
読
し
て
み
る
と
文
脈
が
ね
じ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
場
所
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。
こ
う
し
た
事
実
は
、

道
朗
が
指
摘
し
て
い
る
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。⑳

次
に
「
出
三
蔵
記
集
」
巻
第
八
に
は
、
作
者
不
明
の
「
大
浬
梁
経
記
」
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
と
は
若
干
異
な
る
内

容
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
著
者
の
僧
祐
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

祐
、
此
の
序
を
尋
ぬ
る
に
朗
法
師
の
序
及
び
識
法
師
の
伝
と
少
少
不
同
な
り
。
未
だ
詳
ら
か
な
ら
ざ
れ
ば
、
執
か
正
な
ら
ん
。
故
に

復
た
両
を
出
だ
す
の
み
。
（
大
正
弱
．
六
○
ｂ
）

⑳

つ
ま
り
、
僧
祐
は
こ
の
序
と
道
朗
の
経
序
・
曇
無
識
伝
と
の
記
述
の
違
い
に
気
づ
い
て
、
判
断
を
保
留
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
既
に
常
盤

大
定
ら
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
序
に
は
、
初
分
十
巻
の
原
典
は
智
猛
に
よ
っ
て
イ
ン
ド
か
ら
将
来
さ
れ
た
も
の
が
暫
く
高
昌
国

に
あ
り
、
そ
れ
を
取
り
寄
せ
て
曇
無
識
に
翻
訳
さ
せ
た
こ
と
、
中
分
以
降
は
敦
煙
に
存
在
し
て
お
り
、
二
万
五
千
偶
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が

⑳

記
さ
れ
て
い
る
。
大
乗
仏
教
の
地
域
的
な
展
開
を
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
、
『
浬
藥
経
』
の
三
重
構
造
を
考
え
る
時
、
こ
の
記
述
は
い
ろ
い

ろ
な
点
で
興
味
深
い
と
言
え
る
。
僧
祐
は
こ
の
序
に
対
す
る
判
断
を
保
留
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
智
猛
の
伝
記
に
従
え
ば
こ
の
序
の
記

述
は
信
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。

「
智
猛
伝
」
は
、
智
猛
の
求
法
の
旅
を
締
め
く
く
っ
て
最
後
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

甲
子
の
歳
を
以
て
天
竺
を
発
す
。
同
行
の
三
伴
は
道
に
於
い
て
無
常
な
り
。
唯
、
猛
と
己
雲
蟇
の
み
倶
に
涼
州
に
還
り
て
泥
垣
本
を
出

こ
の
「
甲
子
の
歳
」
と
は
、
四
二
四
年
で
あ
り
、
曇
無
識
が
四
十
巻
『
浬
藥
経
」
を
訳
出
し
た
玄
始
十
年
（
四
二
一
）
よ
り
も
後
で
あ
る

か
ら
、
智
猛
将
来
の
原
典
が
曇
無
識
の
訳
業
に
利
用
さ
れ
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
こ
の
事
実
か
ら
は
、
せ
っ
か
く
将
来
し

て
翻
訳
し
た
、
智
猛
の
二
十
巻
『
泥
垣
経
」
が
、
時
期
的
に
遅
き
に
失
し
た
こ
と
を
了
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
理
由
に
よ

っ
て
、
二
十
巻
「
泥
桓
経
」
は
早
く
か
ら
欠
本
に
な
っ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。

だ
す
。
（
大
正
印
．
三
四
三
Ｃ
）
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以
上
に
よ
っ
て
、
現
行
の
四
十
巻
『
浬
梁
経
』
の
テ
キ
ス
ト
成
立
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
一
定
程
度
の
経
緯
が
明
ら
か
に
な
っ

た
と
思
う
。
そ
こ
で
次
は
、
思
想
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
、
『
浬
梁
経
』
の
三
重
構
造
が
大
乗
仏
教
の
展
開
の
上
で
ど
の
よ
う
な
意
味
を

持
つ
も
の
な
の
か
を
探
り
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
こ
こ
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
本
有
今
無
偶
」
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。
な
ぜ
な
ら
「
本
有

今
無
偶
」
は
、
初
中
後
の
三
分
に
共
通
し
て
説
か
れ
て
お
り
、
そ
の
周
辺
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
「
浬
藥
経
』
の
思
想
的
展
開
を
考
察
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

四
十
巻
『
浬
藥
経
」
に
お
い
て
、
「
本
有
今
無
偶
」
は
都
合
四
回
説
か
れ
て
い
る
。
初
分
の
、
如
来
性
品
末
尾
（
大
正
咽
．
四
二
二
ｂ
）
、

中
分
の
梵
行
品
（
同
四
六
四
Ｃ
）
、
後
分
の
師
子
肌
品
（
同
五
二
四
ｂ
、
五
三
一
ａ
）
の
四
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
順
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
た

い
が
、
検
討
に
先
立
っ
て
「
本
有
今
無
偶
」
の
意
味
に
つ
い
て
考
察
し
て
お
き
た
い
。

「
本
有
今
無
偶
」
と
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

本
有
今
無
本
無
今
有
三
世
有
法
無
有
是
処

こ
れ
は
、
表
面
上
は
諸
法
が
因
縁
生
滅
の
存
在
で
あ
り
、
従
っ
て
無
常
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら

以
上
の
考
察
に
よ
り
、
四
十
巻
『
浬
梁
経
」
は
次
の
よ
う
な
背
景
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

⑳

（
一
）
初
分
（
十
巻
）
・
中
分
（
十
巻
）
・
後
分
（
二
十
巻
）
の
三
重
構
造
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
。

（
二
）
初
分
は
、
中
イ
ン
ド
（
パ
ー
タ
リ
フ
ト
ラ
周
辺
）
に
お
い
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
。

（
三
）
中
分
は
中
イ
ン
ド
も
し
く
は
ホ
ー
タ
ン
周
辺
で
初
分
に
加
え
ら
れ
た
こ
と
。

（
四
）
後
分
は
お
そ
ら
く
ホ
ー
タ
ン
周
辺
で
成
立
し
、
初
分
・
中
分
に
加
え
ら
れ
た
こ
と
。

（
五
）
訳
出
に
際
し
て
は
、
曇
無
識
の
思
想
が
か
な
り
重
要
な
役
割
を
持
っ
て
い
た
こ
と
。

三
、
「
本
有
今
無
傷
」
を
通
し
て
『
浬
藥
経
』
の
構
造
を
考
察
す
る

9



「
浬
梁
経
」
の
文
脈
で
は
、
そ
の
よ
う
に
単
純
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
こ
に
は
「
破
邪
」
の
面
と

「
顕
正
」
の
面
と
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
本
有
今
無
偶
」
の
読
み
方
に
つ
い
て
は
、
研
究
者
に
よ
っ
て
様
々
に
解
釈
さ
れ
て

⑳

お
り
、
国
訳
一
切
経
な
ど
の
訓
読
も
一
定
で
は
な
い
。
そ
れ
故
、
本
稿
で
は
ま
ず
こ
の
問
題
を
い
っ
た
ん
留
保
し
て
、
ま
ず
大
正
蔵
に
収

⑮

め
ら
れ
る
世
親
造
真
諦
訳
の
『
浬
藥
経
本
有
今
無
偶
論
」
を
検
討
し
、
経
典
の
所
説
を
理
解
し
て
い
く
た
め
の
助
け
と
し
た
い
。
な
お
、

こ
こ
で
は
思
想
内
容
の
把
握
が
当
面
の
課
題
な
の
で
、
本
論
の
翻
訳
等
に
関
す
る
問
題
は
省
略
し
て
進
め
る
。

「
本
有
今
無
偶
論
」
は
、
偶
頌
を
解
釈
す
る
に
先
立
っ
て
、
純
陀
の
疑
心
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
形
で
、
「
本
有
今
無
偶
」
が
説
か

れ
る
背
景
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
純
陀
の
疑
問
と
は
、
次
の
二
つ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
同
相
を
見
て
未
だ
別
相
を

見
ず
し
て
疑
心
を
生
ず
」
と
「
別
相
を
見
て
同
相
を
見
ず
し
て
疑
心
を
生
ず
」
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
意
味
で
あ
る
か
と

言
う
と
、
前
者
は
凡
夫
が
仏
の
入
滅
と
如
来
性
を
区
別
で
き
な
い
た
め
に
如
来
は
滅
尽
し
て
し
ま
う
と
憂
慮
す
る
こ
と
、
後
者
は
二
乗
が

煩
悩
の
無
い
こ
と
が
解
脱
で
あ
る
と
見
て
、
同
様
に
如
来
は
滅
尽
し
て
し
ま
う
と
解
す
る
こ
と
で
あ
る
。
世
親
に
よ
れ
ば
、
純
陀
は
大
菩

薩
で
あ
る
か
ら
本
来
こ
う
し
た
疑
心
は
起
こ
さ
な
い
の
で
あ
る
が
、
衆
生
を
利
益
す
る
た
め
に
こ
の
疑
心
を
起
こ
し
た
の
で
あ
る
と
し
て

「
純
陀
論
」
に
も
言
及
す
る
。
つ
ま
り
、
世
親
は
、
「
本
有
今
無
偶
」
を
、
煩
悩
と
解
脱
、
生
死
と
浬
梁
を
通
し
て
、
釈
尊
に
お
け
る
如

来
性
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
と
見
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
煩
悩
と
解
脱
・
生
死
と
浬
梁
と
い
う
視
点
に
立
っ
て
み
れ
ば
、

こ
れ
は
一
応
因
と
果
の
問
題
で
あ
る
と
言
え
る
か
ら
、
因
果
縁
起
論
を
説
く
も
の
と
見
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
如
来
性
と
は
何
か
と
い

う
問
題
が
直
ち
に
十
二
因
縁
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
が
、
十
二
因
縁
・
中
道
の
真
理
が
如
来
法
身
へ
と
展
開
し
て
い

く
文
脈
は
理
解
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
論
は
、
ま
ず
「
生
得
」
と
「
修
得
」
と
い
う
概
念
に
よ
っ
て
、
本
来
性
（
Ⅱ
因
の
側

面
）
と
現
起
性
（
Ｉ
果
の
側
面
）
の
二
面
を
取
り
上
げ
、
本
有
今
無
と
本
無
今
有
と
三
世
有
法
の
思
想
が
い
ず
れ
も
が
真
理
で
は
な
い
こ

と
を
論
証
し
て
い
る
。
こ
の
論
証
の
文
脈
で
は
、
「
本
有
今
無
偶
」
に
対
す
る
世
親
の
理
解
は
次
の
よ
う
な
意
味
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

本
有
今
無
↓
サ
ー
ン
キ
ャ
の
因
中
有
果
論
（
を
破
す
）
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本
無
今
有
↓
ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
の
因
中
無
果
論
（
を
破
す
）

三
世
有
法
↓
三
世
に
遍
満
す
る
一
義
あ
る
い
は
一
物
を
立
て
る
論
（
を
破
す
）

無
有
是
処
↓
小
乗
・
外
道
の
（
無
と
有
の
）
説
は
真
理
で
は
な
い

つ
ま
り
、
世
親
は
「
本
有
今
無
偶
」
を
単
に
因
果
縁
起
を
説
く
も
の
と
は
見
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
以
上
の
よ
う
な
喝
の
理

解
は
「
破
邪
義
」
に
立
っ
た
も
の
で
あ
り
、
「
立
正
義
」
の
面
で
言
え
ば
「
本
有
今
有
・
過
於
三
世
」
と
言
う
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
更

に
こ
の
「
本
有
今
有
・
過
於
三
世
」
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
、
「
本
有
今
有
」
は
如
来
の
境
界
を
表
す
も
の
で
あ
る
が
、
凡
夫
の
常
見
と

同
じ
言
葉
で
あ
り
、
同
様
に
「
過
於
三
世
」
は
断
見
と
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
不
二
の
面
で
見
る
こ
と
が
縁
起
中
道
で
あ
る
と
言
う
。

こ
の
よ
う
に
述
べ
て
、
「
是
の
故
に
如
来
は
十
二
因
縁
是
れ
如
来
身
な
り
と
説
け
り
」
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
世
親
の
理
解
は
、

単
な
る
因
果
論
を
超
え
て
、
縁
起
の
本
質
を
如
来
性
と
理
解
し
て
い
く
こ
と
に
相
当
す
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
て
、

改
め
て
「
本
有
今
無
偶
」
を
訓
読
す
る
な
ら
ば
、
次
の
三
通
り
の
読
み
方
が
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

①
外
道
・
小
乗
を
論
破
す
る
立
場
と
し
て
読
む
と
き

本
有
に
し
て
今
無
し
と
本
無
に
し
て
今
有
り
と
三
世
に
法
有
り
と
は
是
の
処
有
る
こ
と
無
し

②
因
果
縁
起
を
表
す
立
場
と
し
て
読
む
と
き

本
有
に
し
て
今
無
し
本
無
に
し
て
今
有
り
三
世
に
法
有
り
と
は
是
の
処
有
る
こ
と
無
し

③
大
般
浬
藥
・
仏
性
を
表
す
立
場
と
し
て
読
む
と
き

本
有
に
し
て
今
無
し
本
無
に
し
て
今
有
り
と
は
三
世
の
有
法
に
是
の
処
有
る
こ
と
無
し

①
か
ら
②
へ
と
理
解
す
る
の
が
破
邪
に
よ
る
世
俗
諦
の
理
解
、
②
か
ら
③
へ
と
理
解
す
る
の
が
世
俗
諦
か
ら
勝
義
諦
へ
の
理
解
（
立
正
）

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
う
し
た
世
親
の
理
解
を
考
盧
に
入
れ
な
が
ら
、
経
文
の
検
討
に
入
っ
て
い
き
た
い
。
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⑳

ま
ず
、
如
来
性
品
の
用
例
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
四
十
巻
「
浬
藥
経
」
の
当
該
箇
所
は
、
六
巻
『
泥
垣
経
』
に
は
記
述
が
無
い
。
そ
れ

故
、
後
代
に
な
っ
て
挿
入
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
経
典
の
文
脈
の
う
え
で
も
、
文
殊
師
利
の
質
問
は
唐
突
に
感
じ
ら
れ
る

⑳

点
は
否
め
な
い
。
文
殊
師
利
の
質
問
の
内
容
は
、
「
純
陀
に
は
猶
疑
心
が
あ
る
の
で
、
更
に
分
別
し
て
欲
し
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
疑
心
と
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

純
陀
は
心
に
如
来
常
住
を
疑
え
り
。
仏
性
を
知
見
す
る
力
を
得
る
を
以
て
の
故
に
、
若
し
仏
性
を
見
て
常
と
為
さ
ば
、
本
未
だ
見
ざ

る
と
き
応
に
是
れ
無
常
な
る
べ
し
。
若
し
本
無
常
な
れ
ば
、
後
も
亦
耐
る
べ
し
。
何
を
以
て
の
故
に
。
世
間
の
物
は
、
本
無
に
し
て

今
有
り
、
有
り
已
り
て
還
り
て
無
な
る
が
如
し
。
是
の
如
き
等
の
物
は
悉
く
是
れ
無
常
な
り
。
是
の
義
を
以
て
の
故
に
、
諸
仏
菩
薩

声
聞
縁
覚
に
差
別
有
る
こ
と
無
し
。
（
大
正
哩
・
四
二
二
ｃ
）

つ
ま
り
、
仏
性
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
如
来
常
住
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
れ
ば
、
仏
性
を
見
な
い
と
き
に
は
無
常
で
あ
る
こ
と
に
な
り
、

世
間
の
一
切
の
存
在
が
生
滅
す
る
無
常
法
で
あ
る
よ
う
に
、
如
来
も
無
常
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
諸
仏
菩
薩
声
聞
縁
覚
に
も
区
別

が
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
の
文
章
の
中
の
傍
線
部
は
、
『
倶
舎
論
」
な
ど
が
有
為
法
に
お
け
る
生
滅
の
定
義
と
し
て
常
套
的
に
用
い

⑳

る
表
現
で
あ
る
点
が
注
目
に
値
す
る
。
こ
の
疑
問
に
対
し
て
、
「
本
有
今
無
偶
」
が
説
か
れ
る
。
そ
し
て
結
論
と
し
て
、
仏
は
「
諸
仏
菩

薩
声
聞
縁
覚
は
差
別
有
り
、
亦
差
別
無
し
」
と
説
か
れ
、
以
下
は
こ
れ
を
受
け
た
迦
葉
菩
薩
が
「
性
と
し
て
差
別
が
な
い
と
は
ど
う
い
う

こ
と
か
」
と
質
問
し
、
同
一
仏
性
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
偶
は
、
無
常
（
『
倶
舎
論
」
な
ど
に
説
か
れ
る

生
滅
因
縁
の
定
義
）
を
契
機
と
し
て
不
生
不
滅
で
あ
る
「
性
」
を
開
顕
す
る
も
の
と
し
て
読
む
べ
き
な
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
以
上
の
詳
細

が
説
か
れ
な
い
た
め
に
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
言
お
う
と
し
て
い
る
の
か
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。

た
だ
経
典
の
文
脈
の
上
で
は
次
の
よ
う
な
意
味
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
如
来
性
品
は
「
本
有
今
無
偶
」
を
説
く
直
前
の
巻
第
九

の
末
で
、
経
典
の
流
通
と
隠
没
に
触
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
こ
で
一
旦
内
容
的
に
は
終
了
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
る
と
巻
第

如
来
性
品
の
用
例
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梵
行
品
の
用
例

次
に
梵
行
品
の
用
例
を
検
討
す
る
。
梵
行
品
は
既
に
述
べ
た
よ
う
に
後
に
加
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
中
分
十
巻
の
後
半
の
章
で
あ
る
。

⑳

中
分
十
巻
は
、
「
五
行
」
と
し
て
菩
薩
が
身
に
つ
け
る
功
徳
Ⅱ
如
来
の
智
慧
の
内
容
を
延
々
と
説
い
て
い
る
が
、
そ
の
順
序
次
第
に
つ
い

て
は
整
然
と
し
た
秩
序
体
系
が
あ
る
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
。
様
々
な
課
題
が
付
加
増
殖
し
て
次
第
に
膨
張
し
た
か
の
よ
う
な
印
象
が
否

め
な
い
の
で
あ
る
。
「
本
有
今
無
偶
」
が
説
か
れ
る
前
後
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
迦
葉
菩
薩
が
、

世
尊
、
如
来
は
先
に
娑
羅
双
樹
の
間
に
、
純
陀
の
為
に
偶
を
説
き
た
も
う
。

本
有
今
無
本
無
今
有
三
世
有
法
無
有
是
処

是
の
義
は
云
何
。
（
大
正
吃
．
四
六
四
ｃ
）

と
質
問
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
始
ま
っ
て
い
る
か
ら
、
明
ら
か
に
如
来
性
品
の
所
説
を
継
承
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
前
後
の
文
脈
を
検
討
し

十
以
降
の
「
本
無
今
有
偶
」
に
始
ま
る
末
尾
の
部
分
は
、
本
来
の
内
容
に
付
加
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
部
分
の
主
要

な
内
容
は
、
①
声
聞
縁
覚
菩
薩
の
浬
梁
と
如
来
の
大
般
浬
藥
は
共
通
で
あ
る
か
不
共
で
あ
る
か
の
問
題
と
、
②
そ
れ
が
共
通
で
あ
る
場
合

に
は
ど
う
し
て
仏
は
舎
利
弗
た
ち
が
速
や
か
に
成
仏
す
る
と
授
記
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
問
題
は
、

大
乗
仏
教
の
教
理
展
開
の
上
か
ら
見
れ
ば
、
明
ら
か
に
『
法
華
経
」
の
所
説
を
前
提
に
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ど
う
い
う

こ
と
か
と
い
う
と
、
①
は
『
法
華
経
』
方
便
品
が
、
一
仏
乗
を
明
か
し
な
が
ら
も
、
声
聞
の
菩
提
と
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
と
の
論
理
的

違
い
を
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
こ
と
、
②
は
譽
嶮
品
で
舎
利
弗
は
授
記
さ
れ
な
が
ら
も
「
無
量
無
辺
不
可
思
議
劫
を
過
ぎ
て
」
華
光
如
来

に
な
る
と
説
か
れ
た
こ
と
に
起
因
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
如
来
性
品
末
後
の
付
加
部
分
の
冒
頭
に
「
本
有
今
無
偶
」
を
置
く
こ
と

は
、
ア
ピ
ダ
ル
マ
の
常
套
表
現
を
用
い
な
が
ら
無
常
を
定
義
し
、
そ
の
無
常
と
不
即
不
離
で
あ
る
「
性
」
の
問
題
を
定
義
づ
け
、
『
法
華

経
』
で
は
不
十
分
だ
っ
た
如
来
の
浬
藥
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
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て
み
る
と
、
梵
行
品
は
、
ま
ず
菩
薩
の
梵
行
を
「
七
善
法
」
と
示
し
、
次
に
「
四
無
量
心
」
を
挙
げ
、
四
無
量
心
の
慈
悲
喜
に
よ
っ
て

「
極
愛
一
子
地
」
を
説
き
、
捨
心
に
よ
っ
て
「
空
平
等
地
」
を
説
き
、
空
に
よ
っ
て
無
所
得
を
説
い
た
後
に
、
「
本
有
今
無
偶
」
が
説
か

れ
て
い
る
か
ら
、
特
に
物
語
的
な
有
機
性
が
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
従
っ
て
、
中
分
は
、
初
分
の
思
想
を
掘
り
下
げ
敷
桁
す
る
こ
と
に

意
図
が
あ
る
と
見
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
を
反
映
す
る
か
の
よ
う
に
、
迦
葉
菩
薩
は
如
来
に
対
し
て
、

は
存
在
し
な
い
」
と
い
う
意
味
一

次
に
「
本
無
今
有
」
を
釈
し
て
、

唯
、
願
わ
く
は
如
来
よ
、
更
に
大
衆
の
為
に
広
く
分
別
し
て
説
き
た
ま
え
。
（
同
右
）

と
願
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
箇
所
で
は
八
重
の
「
本
有
・
本
無
」
を
説
い
て
、
「
本
有
今
無
偶
」
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の

で
、
こ
の
点
は
前
の
如
来
性
品
の
所
説
か
ら
大
き
く
進
展
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
全
体
は
、
若
干
長
き
に
渉
る
の
で
、
一
例
と
し
て
最

初
の
所
説
を
取
り
上
げ
、
そ
の
内
容
を
検
討
し
て
み
た
い
。
初
め
に
「
本
有
今
無
」
を
釈
し
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

本
有
と
言
う
は
、
我
昔
本
、
煩
悩
有
り
。
煩
悩
を
以
て
の
故
に
現
在
に
大
般
浬
藥
有
る
こ
と
無
し
。
（
同
右
）

つ
ま
り
、
「
如
来
に
昔
煩
悩
が
あ
れ
ば
（
そ
れ
を
断
じ
て
浬
藥
を
得
た
な
ら
、
煩
悩
も
浬
梁
も
無
常
法
で
あ
る
か
ら
）
現
在
に
大
般
浬
藥

は
存
在
し
な
い
一
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
破
邪
の
立
場
に
立
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
理
解
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
⑤

本
無
と
言
う
は
、
本
、
般
若
波
羅
蜜
無
し
。
般
若
波
羅
蜜
無
き
を
以
て
の
故
に
、
現
在
に
具
さ
に
煩
悩
諸
結
有
り
。
（
同
右
）

と
言
う
。
同
様
に
し
て
「
如
来
は
昔
般
若
の
智
慧
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
今
煩
悩
が
有
る
の
で
あ
る
」
と
見
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

意
味
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
如
来
（
Ｉ
般
若
波
羅
蜜
・
大
般
浬
桑
）
は
煩
悩
の
有
無
と
は
本
来
的
に
関
係
が
無
い
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
視
点
に
立
っ
て
「
本
有
今
無
偶
」
を
釈
す
る
な
ら
ば
、
減
（
Ｉ
本
有
今
無
）
と
生
（
Ⅱ
本
無
今
有
）
に
よ
っ

て
法
（
こ
こ
で
は
具
体
的
に
は
如
来
・
大
般
浬
梁
を
指
す
）
を
説
い
た
こ
と
は
、
過
去
現
在
未
来
の
ど
の
よ
う
な
時
に
お
い
て
も
存
在
し

な
い
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
全
く
同
じ
論
法
に
よ
っ
て
、
如
来
に
関
す
る
七
つ
の
誤
解
を
解
い
て
い
く
の
で
あ

る
。
以
下
に
結
論
の
み
を
列
挙
し
て
お
き
た
い
。

’
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師
子
咄
品
の
用
例

次
に
師
子
肌
品
の
用
例
を
検
討
す
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
師
子
乢
品
に
は
二
箇
所
に
「
本
有
今
無
偶
」
が
説
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
、
両
偶
が
置
か
れ
て
い
る
文
脈
は
大
い
に
異
な
っ
て
お
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
偶
の
意
味
内
容
は
全
く
違
っ
た
も
の
と
理
解
す
べ

①
如
来
は
（
三
世
に
亘
っ
て
）
煩
悩
と
は
関
係
が
無
い

②
如
来
は
（
三
世
に
亘
っ
て
）
病
苦
と
は
関
係
が
無
い

③
如
来
は
（
三
世
に
亘
っ
て
）
無
常
苦
無
我
不
浄
と
は
関
係
が
無
い

④
如
来
は
（
三
世
に
亘
っ
て
）
苦
行
と
は
関
係
が
無
い

⑤
如
来
は
（
三
世
に
亘
っ
て
）
雑
食
身
と
は
関
係
が
無
い

⑥
如
来
は
（
三
世
に
亘
っ
て
）
一
切
法
を
有
相
と
説
い
た
こ
と
は
無
い

⑦
如
来
は
（
三
世
に
亘
っ
て
）
究
極
の
教
え
と
し
て
三
乗
法
を
説
い
た
こ
と
は
無
い

⑧
如
来
は
（
三
世
に
亘
っ
て
）
無
常
で
は
な
い

経
典
の
文
脈
か
ら
見
て
、
「
三
世
に
亘
っ
て
」
の
部
分
は
副
訶
的
用
法
と
見
ら
れ
る
の
で
、
（
）
で
括
っ
た
。
こ
の
⑧
の
結
論
の
後
、

経
典
は
別
の
話
題
に
移
っ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
こ
の
段
落
の
結
論
は
、

如
来
、
去
来
現
在
に
是
れ
無
常
と
は
、
是
の
処
り
有
る
こ
と
無
し
。
（
大
正
咽
・
四
六
五
ｂ
）

の
部
分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
梵
行
品
の
所
説
は
、
本
来
一
切
法
の
因
縁
生
滅
を
説
く
も
の
で
あ
る
「
本
有
今
無
偶
」
を
挙
げ
、

如
来
は
そ
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
反
証
し
よ
う
と
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
如
来
性
品
で

明
ら
か
に
さ
れ
た
「
性
」
の
問
題
を
、
梵
行
品
は
同
じ
「
本
有
今
無
偶
」
を
用
い
て
、
「
如
来
常
住
」
を
論
理
的
に
広
説
す
る
と
い
う
内

容
に
展
開
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
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き
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
こ
の
点
を
考
察
し
て
み
た
い
。

⑳

師
子
乢
品
は
、
冒
頭
で
仏
が
「
汝
等
、
有
仏
・
無
仏
、
有
法
・
無
法
～
に
疑
わ
ぱ
、
今
窓
に
汝
問
え
」
と
宣
言
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
開

始
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
後
分
二
十
巻
の
文
脈
と
し
て
見
た
場
合
、
直
前
の
高
貴
徳
王
菩
薩
品
と
の
特
別
な
連
係
は
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
、

前
品
と
は
異
な
っ
た
視
点
か
ら
の
経
説
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
点
は
、
後
分
に
属
す
る
各
品
に
共
通
す
る
問
題
で
あ
り
、
後
分
二
十

巻
の
成
立
事
情
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
詳
細
は
稿
を
改
め
た
い
・
師
子
肌
品
は
全
部
で
六
巻
あ
り
、
「
浬
梁
経
」
中
で
も

も
っ
と
も
長
い
一
品
で
あ
る
。
全
体
の
内
容
を
簡
単
に
要
約
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
内
容
的
に
は
大
き
く
前
半
（
仏
性
を
直
接
明
ら
か

に
す
る
部
分
で
、
次
の
（
一
）
～
（
三
）
に
あ
た
る
）
と
後
半
（
次
の
（
四
）
に
あ
た
る
）
に
分
け
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
初
め
に

こ
の
点
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。

（
一
）
最
初
に
改
め
て
「
仏
性
」
を
広
説
す
る
。
（
～
巻
第
二
十
七
、
五
二
八
ａ
）

（
二
）
「
仏
性
を
見
る
」
と
い
う
課
題
に
つ
い
て
、
能
見
の
智
慧
と
所
見
の
如
来
に
つ
い
て
触
れ
る
。

（
巻
第
二
十
七
、
五
二
八
ａ
～
巻
第
二
十
八
、
五
三
○
ｂ
）

（
三
）
「
仏
性
」
が
一
切
諸
法
の
因
縁
論
と
異
な
る
点
を
、
了
因
・
正
因
・
縁
因
の
観
点
か
ら
明
ら
か
に
す
る
。

（
巻
第
二
十
八
、
五
三
○
ｂ
～
巻
第
三
十
、
五
四
六
Ｃ
）

（
四
）
果
と
し
て
の
如
来
と
因
と
し
て
の
仏
性
の
間
に
あ
る
智
慧
・
業
報
・
修
道
の
関
係
に
つ
い
て

（
巻
第
三
十
、
五
四
六
Ｃ
～
巻
第
三
十
二
、
五
六
○
ｂ
）

こ
れ
は
き
わ
め
て
大
局
的
な
見
方
で
あ
る
か
ら
、
細
部
に
は
多
少
の
問
題
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
は
二
つ
あ
る

「
本
有
今
無
偶
」
の
位
置
と
そ
の
文
脈
が
当
面
す
る
課
題
で
あ
り
、
そ
の
範
囲
で
は
大
過
な
い
と
思
う
。
最
初
の
用
例
は
こ
の
内
の

（
一
）
の
段
落
に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
の
直
近
の
師
子
帆
菩
薩
の
質
問
は
、
「
仏
と
仏
性
が
質
的
に
同
じ
も
の
な
ら
ば
、
ど
う
し
て

⑪

修
道
が
必
要
と
な
る
の
か
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
質
問
に
対
し
て
仏
は
「
衆
生
は
菩
提
を
得
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
仏
性
と
言
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本
無
今
有
本
有
今
無
三
世
有
法
無
有
是
処
（
同
五
三
一
ａ
）

と
説
く
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
三
例
は
、
い
ず
れ
も
「
本
有
今
無
」
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
用
例
の
み
「
本
無
今

有
」
の
句
か
ら
始
ま
る
点
が
注
意
さ
れ
る
。
こ
の
偶
の
直
後
に
は
、

説
く
文
脈
に
お
い
て
、

う
」
と
答
え
て
、
し
か
し
な
が
ら
現
実
と
し
て
衆
生
が
今
「
三
十
二
相
八
十
種
好
」
を
備
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
、
「
本
無
今

有
偶
」
を
引
い
て
明
ら
か
に
し
、
そ
の
後
で
、
「
悉
有
」
の
有
の
意
味
に
つ
い
て
未
来
有
、
現
在
有
、
過
去
有
の
三
つ
の
意
味
が
あ
る
と

説
く
。
そ
の
後
で
、
仏
性
の
意
味
に
つ
い
て
、
煩
悩
と
三
十
二
相
（
阿
褥
多
羅
三
覗
三
菩
提
）
の
有
無
に
よ
っ
て
衆
生
と
仏
と
の
関
係
性

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
第
一
句
目
の
「
本
有
今
無
」
は
煩
悩
が
有
る
の
で
三
十
二
相
が
無
い
こ
と
（
Ⅱ
衆
生
）
、
第
二
句
目

の
「
本
無
今
有
」
は
煩
悩
が
無
い
の
で
三
十
二
相
が
有
る
こ
と
（
Ⅱ
仏
）
、
ま
た
は
過
去
に
煩
悩
を
断
じ
た
の
で
今
仏
性
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
説
く
。
そ
し
て
、
こ
の
衆
生
と
仏
の
連
続
性
を
「
仏
性
」
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
「
三
世
有
法

無
有
是
処
」
に
つ
い
て
の
言
及
が
な
い
が
、
未
来
・
現
在
・
過
去
の
「
三
種
の
有
」
の
意
味
を
説
い
て
い
る
こ
と
か
ら
推
察
す
る
に
、

「
三
世
に
（
亘
っ
て
）
有
る
法
が
無
と
有
の
根
拠
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
と
し
て
理
解
す
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
は

「
本
有
今
無
偏
」
を
説
く
直
前
に
「
我
こ
の
経
に
於
い
て
是
の
偶
を
説
く
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
以
前
に
説
い
た
も
の
を
継

承
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
梵
行
品
の
用
例
が
も
っ
ぱ
ら
如
来
の
普
遍
性
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
見
て
、
如
来
性
品
の
所
説
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

二
番
目
の
用
例
は
、
（
三
）
の
段
落
に
説
か
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
段
落
は
師
子
帆
菩
薩
が
仏
性
の
議
論
を
経
て
へ
「
乳
に
定
ん
で
酪

性
が
有
る
こ
と
は
、
酪
を
求
め
る
人
が
乳
を
取
っ
て
水
を
取
ら
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
自
己
の
了
解
を
述
べ
た

⑫

こ
と
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
見
す
る
と
正
し
い
理
解
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
経
典
は
こ
の
「
定
ん
で
」
と
い
う
了
解

が
因
中
有
果
論
的
な
実
体
論
で
あ
る
と
し
て
、
詳
細
な
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
し
て
一
切
諸
法
は
本
来
無
常
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
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善
男
子
よ
、
一
切
の
諸
法
は
因
縁
の
故
に
生
じ
、
因
縁
の
故
に
減
す
。
（
同
五
三
一
ｂ
）

と
改
め
て
説
き
、
仏
性
に
つ
い
て
は
、

衆
生
の
仏
性
は
、
破
せ
ず
、
壊
せ
ず
、
牽
か
ず
、
捉
え
ず
、
繁
せ
ず
、
縛
せ
ず
。
（
同
右
）

と
説
い
て
い
る
か
ら
、
こ
の
偶
頌
は
仏
性
に
関
す
る
も
の
で
は
な
く
、
明
ら
か
に
一
切
法
の
因
縁
生
滅
を
説
く
も
の
で
あ
る
こ
と
が
了
解
⑬

さ
れ
る
。
そ
れ
故
、
生
（
Ⅱ
本
無
今
有
）
、
減
（
Ⅱ
本
有
今
無
）
の
順
序
に
従
っ
て
、
「
本
無
今
有
」
か
ら
説
き
始
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
師
子
乢
品
で
は
、
「
本
有
今
無
偶
」
を
敢
え
て
二
通
り
の
意
味
に
使
い
分
け
て
お
り
、
常
住
と
無
常
の
関
係
が
よ
り
深
く
探

求
さ
れ
た
跡
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
、
「
本
有
今
無
偶
」
を
軸
と
し
て
、
『
浬
藥
経
』
の
三
重
構
造
を
分
析
し
て
み
た
。
そ
こ
に
は
、
一
つ
の
テ
ー
マ
が
延
々
と
思
想
的

に
深
め
ら
れ
て
い
く
筋
道
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
本
有
今
無
偶
」
に
限
っ
て
言
え
ば
、
六
巻
『
泥
垣
経
』
に

は
存
在
し
な
か
っ
た
も
の
が
、
北
本
『
浬
藥
経
』
初
分
の
如
来
性
品
に
加
え
ら
れ
て
仏
性
に
関
す
る
議
論
を
深
め
、
中
分
で
は
梵
行
品
に

引
用
さ
れ
て
如
来
常
住
説
を
補
強
し
、
師
子
咄
品
で
は
仏
性
論
議
を
い
っ
そ
う
増
広
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
議
論

の
深
ま
り
は
、
ざ
っ
と
目
を
通
し
た
だ
け
で
も
容
易
に
感
じ
ら
れ
る
ほ
ど
で
あ
り
、
軸
と
な
る
テ
ー
マ
を
繰
り
返
し
巻
き
返
し
探
求
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
『
浬
藥
経
」
が
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
、
膨
大
な
『
混
藥
経
」
を
理
解
し
て
い
く
た
め
の
糸
口
を
、
二
つ
の
観
点
か
ら
の
み
考
察
し
た
。
書
誌
的
な
資
料
に
よ
る
外
形
的

な
構
造
の
分
析
か
ら
見
た
『
浬
藥
経
」
の
三
重
構
造
と
い
う
仮
説
と
、
「
本
有
今
無
偶
」
を
き
っ
か
け
に
見
え
て
来
る
螺
旋
状
の
思
想
的

発
展
は
、
結
果
的
に
は
っ
き
り
と
重
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
事
実
を
証
明
す
る
教
理
的
テ
ー
マ
は
こ
の
ほ
か
に
も
多
く
存
在
す
る
一

そ
の
中
で
も
、
特
に
重
要
な
テ
ー
マ
は
一
間
提
の
問
題
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
紙
数
の
関
係
上
、
一
閏
提
の
問
題
を
取
り
扱
う
こ
と
が
で

四
一、

小

結
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き
な
か
っ
た
。
一
閏
提
の
問
題
は
当
然
、
仏
性
論
議
の
深
ま
り
と
直
接
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
槁
を
改
め

て
論
ず
る
こ
と
に
し
た
い
。

⑦6 3 ③
南
本
『
浬
梁
経
」
の
再
治
に
つ
い
て
は
、
諸
経
録
に
紀
年
等
を
記
し
て
い
な
い
。
た
だ
、
「
曇
無
識
伝
」
に
、
「
誠
が
出
す
所
の
諸
経
は
元
嘉
中

（
四
二
四
～
）
に
至
り
て
方
に
建
業
に
伝
え
ら
る
」
（
大
正
印
・
三
三
七
ａ
）
と
あ
り
、
編
集
の
主
筆
と
み
ら
れ
る
慧
厳
は
「
未
元
嘉
二
十
年
（
四

四
三
）
を
以
て
東
安
寺
に
卒
す
」
（
大
正
帥
．
三
六
八
ａ
）
と
あ
る
か
ら
、
こ
の
間
に
為
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
横
超
博
士
は
、

竺
道
生
と
謝
霊
運
の
事
蹟
か
ら
、
よ
り
細
か
な
推
定
を
為
し
て
い
る
の
で
、
今
は
こ
れ
に
従
う
。
（
横
超
前
掲
害
①
三
五
ペ
ー
ジ
参
照
）

④
主
な
も
の
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
常
盤
大
定
著
『
後
漢
よ
り
宋
斉
に
至
る
訳
経
総
録
』
（
一
九
三
八
年
）
の
「
法
顕
」
の
項
（
七
七
七
～
八
ペ
ー

ジ
）
、
「
曇
無
識
」
の
項
（
九
○
三
～
六
ペ
ー
ジ
）
、
布
施
浩
岳
著
『
浬
梁
宗
の
研
究
前
篇
』
（
一
九
四
二
年
）
第
二
章
大
本
浬
藥
経
の
伝
訳
（
六

四
～
一
三
八
ペ
ー
ジ
）
、
鎌
田
茂
雄
著
『
中
国
仏
教
史
』
（
一
九
八
四
年
）
第
三
巻
「
南
北
朝
の
仏
教
」
第
一
章
第
二
節
曇
無
識
（
二
七
～
五
五

ペ
ー
ジ
）
、
横
超
前
掲
書
①
所
収
の
「
浬
藥
経
と
浄
土
教
」
の
三
「
浬
樂
経
の
翻
訳
と
そ
の
成
立
過
程
」
な
ど
。

註①
親
鶯
と
一
浬
藥
経
」
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
安
井
広
度
槁
「
親
鶯
聖
人
と
浬
藥
経
」
言
大
谷
大
学
研
究
年
報
』
第
二
集
所
収
、
一
九
四
三
年
）
、

安
井
広
度
著
『
顕
浄
土
真
仏
土
文
類
講
讃
』
（
昭
和
三
八
年
度
大
谷
派
安
居
講
録
、
一
九
六
三
年
）
、
横
超
慧
日
著
『
浬
藥
経
と
浄
土
教
』
（
以
下
横

超
前
掲
書
①
、
一
九
八
一
年
）
所
収
の
「
仏
性
論
上
か
ら
見
た
親
鴬
の
地
位
」
「
親
鴬
聖
人
と
浬
梁
経
」
「
親
鴬
聖
人
の
読
経
眼
」
な
ど
の
先
行
研
究

が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
「
教
行
信
証
』
に
お
け
る
引
用
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
は
、
吉
田
宗
男
稿
ヨ
浬
藥
経
』
引
用
の
要
素
ｌ
閏
提
と
阿
闇
世

を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
」
言
大
谷
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
』
第
一
○
号
、
一
九
九
三
年
）
に
一
通
り
の
整
理
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
参
考
と
な
る
。

②
こ
の
点
は
、
経
典
が
始
終
一
貫
し
て
繰
り
返
し
主
張
す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
経
を
拝
読
す
れ
ば
容
易
に
理
解
さ
れ
る
。
近
代
の
「
浬
桑
経
」
研

究
の
泰
斗
で
あ
る
横
超
慧
日
博
士
の
『
浬
藥
経
』
（
「
東
洋
思
想
叢
書
七
」
、
日
本
評
論
社
刊
、
以
下
横
超
前
掲
書
②
、
一
九
四
二
年
）
六
九
ペ
ー
ジ

以
下
な
ど
を
参
照
の
こ
と
。

大
正
弱
・
一
二
ａ

「
高
僧
法
顕
伝
』

「
法
顕
法
師
伝
」

（
大
正
別
．
八
六
四
ｂ
）

（
大
正
弱
．
二
二
四
ｂ
）
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⑧
二
ペ
ー
ジ
）

⑨
大
正
別
．

⑩
大
正
弱
．

⑪
常
盤
前
坦

⑳
大
正
弱
・
六
○
ａ
～
ｂ

と
あ
る
に
よ
る
。

⑮
大
正
別
．
三
一

⑯
大
正
弱
・
五
十

⑰
大
正
帥
・
三
一

⑬
『
高
僧
伝
」
’
（

⑫
大
正
印
・
三

⑬
大
正
弱
・
六

秒
伝
の
末
後
に

⑲
こ
の
点
は
横
超
博
士
も
し
ば
し
ば
指
摘
し
て
い
る
。
例
え
ば
横
超
前
掲
書
②
の
師
子
咄
品
を
釈
す
る
に
際
し
て
、
「
師
子
肌
品
中
第
三
十
一
巻
以

後
は
前
巻
末
と
密
接
な
連
絡
は
な
い
」
（
二
三
八
ペ
ー
ジ
）
と
述
べ
て
い
る
。

『
高
僧
伝
』
の
こ
の
記
述
に
つ
い
て
は
横
超
前
掲
書
①
二
七
～
三
一
ペ
ー
ジ
に
問
題
点
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。
大
正
蔵
底
本
の
「
三
十
三
」
は
、

横
超
博
士
の
推
察
の
よ
う
に
「
三
十
六
」
の
誤
り
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
例
え
ば
吉
蔵
が
「
浬
梁
経
遊
意
』
の
冒
頭
で
、

此
の
経
に
就
き
て
南
北
二
本
有
り
。
広
略
不
同
な
り
。
北
方
の
旧
本
は
或
い
は
三
十
三
、
或
い
は
三
十
な
る
者
有
り
。
品
は
唯
だ
十
三
有
り
。

南
土
の
文
巻
は
三
十
六
有
り
、
二
十
五
品
有
り
。
（
大
正
弼
・
二
三
○
ａ
）

と
述
べ
て
い
る
こ
と
な
ど
は
何
ら
か
の
根
拠
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
今
は
未
本
に
よ
っ
て
「
三
十
」
と
し
、
中
分
後
分
合
わ
せ
て
三
十
巻
を
訳
出
し

常
盤
前
掲
書
九
○
六
ペ
ー
ジ
。
横
超
博
士
は
翻
訳
の
事
実
に
つ
い
て
疑
義
を
示
さ
れ
て
い
る
が
（
横
超
前
掲
害
①
三
四
ペ
ー
ジ
）
、
後
に
述
べ
る

よ
う
に
二
十
巻
「
泥
垣
経
』
は
建
業
へ
伝
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
横
超
博
士
の
疑
義
は
当
た
ら
な
い
と
思
う
。

た
も
の
と
理
解
し
た
。

大
正
印
．
三
四
三
ｂ

大
正
弱
．
六
○
ｂ

「
六
巻
泥
垣
記
」
（
大
正
弱
・
六
○
ｂ
）
、
な
お
法
顕
に
便
宜
を
与
え
た
優
婆
塞
に
つ
い
て
、
横
超
博
士
は
「
伽
羅
」
と
す
る
（
横
超
前
掲
書
①
三

ヘ
ー
ジ
）
が
、
文
脈
に
よ
っ
て
「
伽
羅
先
」
ま
で
を
名
前
と
考
え
た
。

〈
正
副
・
八
六
四
ｂ

元
嘉
十
四
年
を
以
て
蜀
に
入
る
。
（
大
正
別
．
三
四
三
Ｃ
）

五
九
ｂ
～

一
二
一
一
三
ハ
ー
、

三
三
五
Ｃ
～
七
ｂ

五
九
ｂ
～
六
○
ａ

一
一
一
Ｃ
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⑳
大
正
妬
．
二
八
一
ａ
～
二
Ｃ

⑳
六
巻
『
泥
恒
経
」
巻
第
六
（

⑳
た
と
え
ば

通
り
で
あ
る
。

⑳
常
盤
前
掲
書
九
○
四
ペ
ー
ジ
、
横
超
前
掲
言
①
三
○
～
三
一
ペ
ー
ジ
、
鎌
田
前
掲
書
三
一
～
三
二
ペ
ー
ジ
等
参
照
。
な
お
こ
の
「
記
」
の
内
容
が

後
に
述
べ
る
よ
う
な
理
由
で
信
頼
で
き
な
い
こ
と
は
、
横
超
・
鎌
旧
の
両
博
士
も
指
摘
し
て
い
る
。

⑳
こ
こ
で
言
う
三
重
構
造
は
、
下
田
博
士
の
言
う
「
三
階
層
」
と
は
全
く
異
な
る
。
下
田
博
士
の
『
浬
梁
経
の
研
究
ｌ
大
乗
経
典
の
研
究
方
法
試

論
』
は
、
六
巻
「
泥
恒
経
』
の
み
を
研
究
対
象
と
し
た
も
の
で
、
そ
の
中
を
第
一
類
（
序
品
第
一
～
名
字
功
徳
品
第
七
、
た
だ
し
長
寿
品
第
四
を
除

マ
マ

く
）
と
第
二
類
（
長
寿
品
と
四
法
品
第
八
～
随
喜
品
第
十
八
）
に
二
分
割
し
、
第
二
類
を
四
法
品
と
そ
れ
以
降
に
分
け
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
三

階
層
」
説
（
同
書
一
六
○
～
一
六
二
ペ
ー
ジ
）
は
、
教
説
が
イ
ン
ド
の
社
会
背
景
の
変
化
に
と
も
な
っ
て
変
容
し
た
こ
と
を
基
準
と
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
区
分
は
漢
訳
三
本
の
章
立
て
の
同
異
等
を
吟
味
す
る
だ
け
で
も
川
ら
か
に
な
る
と
思
わ
れ
、
特
に
注
目
す
べ
き
考
え
方
と

は
思
わ
れ
な
い
。
本
稿
の
指
摘
は
、
四
十
巻
の
「
浬
梁
経
」
を
完
成
形
態
と
見
て
、
そ
こ
に
至
る
発
展
の
形
跡
を
ひ
と
ま
ず
三
重
に
見
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
横
超
博
士
の
主
張
さ
れ
た
「
七
段
階
」
（
横
超
前
掲
言
①
四
○
ペ
ー
ジ
）
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
経
典
に
従
っ
て
考
え
て
み

⑳
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る

祐
、
此
の
序
と
朗
斗

出
す
。
（
大
正
弱
・

と
あ
る
。
こ
の
記
述
に
村

ジ
）
な
ど
と
し
て
い
る
。

六
巻
『
泥
垣
経
」
巻
第
六
（
大
正
哩
・
八
九
五
ａ
）
の
二
○
行
め
に
相
当
す
る
。
同
所
の
「
護
法
菩
薩
人
中
之
雄
皆
悉
潜
隠
」
ま
で
が
北
本
『
浬
創

因
み
に
僧
祐
の
意
見
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

祐
、
此
の
序
と
朗
法
師
の
序
及
び
識
法
師
の
伝
と
を
尋
ぬ
る
に
、

本
有
今
無
、
本
無
今
有
、
三
世
の
有
法
に
是
の
虚
有
る
こ
と
無
し
（
如
来
性
品
、
一
九
○
ペ
ー
ジ
）

本
有
今
無
、
本
無
今
有
は
、
三
世
有
法
に
是
の
庭
有
る
こ
と
無
し
（
梵
行
品
、
三
二
八
ペ
ー
ジ
）

本
有
り
て
今
無
く
、
本
無
く
し
て
今
有
り
、
三
世
有
法
、
是
の
虚
有
る
こ
と
無
し
（
師
子
乢
品
、
四
六
四
ペ
ー
ジ
）

本
無
く
し
て
今
有
り
、
本
有
り
て
今
無
き
こ
と
、
三
世
の
有
法
に
是
の
虚
有
る
こ
と
無
し
（
師
子
帆
品
、
四
八
七
ペ
ー
ジ
）

〕
（
大
正
弱
・
六
○
ｂ
）

こ
の
記
述
に
従
っ
て

『
国
訳
一
切
経
』
（
印
度
撰
述
部
、
混
樂
部
一
・
二
、
常
盤
大
定
訳
）
で
は
四
ヶ
所
と
も
全
て
異
な
っ
た
訓
読
と
な
っ
て
お
り
、
次
の

『
望
月
仏
教
大
辞
典
』
な
ど
も
、
「
何
れ
を
事
実
と
す
べ
き
か
、
川
か
惑
ふ
所
な
り
」
（
第
四
巻
、
三
三
五
セ
ペ
ー

小
小
不
同
に
し
て
未
だ
執
れ
が
正
し
き
や
を
詳
に
せ
ず
。
故
に
復
た
両
つ
を



⑳⑳ ⑳
梁
経
」
の
巻
第
九
の
最
後
に
相
当
し
、
「
爾
時
迦
葉
菩
薩
～
」
は
北
本
「
浬
藥
経
』
巻
第
十
の
文
殊
師
利
の
讃
言
の
後
と
相
応
し
て
い
る
。

⑳
前
注
⑳
と
対
応
し
て
い
る
が
、
北
本
「
浬
藥
経
」
巻
第
十
の
冒
頭
（
大
正
哩
・
四
二
二
Ｃ
）
で
は
、
突
然
文
殊
師
利
が
登
場
し
、
仏
に
よ
っ
て

「
本
有
今
無
掲
」
が
説
か
れ
、
再
び
迦
葉
菩
薩
の
質
問
へ
戻
る
と
い
う
文
脈
と
な
っ
て
お
り
、
文
殊
と
仏
の
問
答
に
よ
っ
て
「
本
有
今
無
偶
」
が
挿

匂ウ
ジ等 ⑳

『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』
巻
第
五
に
有
為
法
を
定
義
し
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

師
子
乢
言
く
、
世
尊
、
我
今
定
ん
で
乳
に
酪
性
有
る
を
知
る
。
何
を
以
て
の
故
に
。
我
、
世
間
の
酪
を
求
む
る
の
人
を
見
る
に
、

り
て
終
に
水
を
取
ら
ざ
る
な
り
。
是
の
故
に
当
に
知
る
べ
し
、
乳
に
酪
性
有
る
こ
と
を
。

（
北
本
は
大
正
岨
．
五
三
○
Ｃ
、
南
本
は
大
正
旭
・
七
七
五
Ｃ
）

幽
注
⑳
の
「
倶
舎
論
』
の
例
や
、
師
子
乢
品
中
で
外
道
の
実
体
論
を
批
判
し
て
、
「
若
し
本
無
今
有
な
ら
ば
是
れ
を
無
常
と
名
く
」

廻
・
五
四
四
ｂ
、
南
本
は
大
正
哩
・
七
八
九
Ｃ
～
七
九
○
ａ
）
の
所
説
に
よ
っ
て
も
こ
の
点
は
首
肯
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

入
さ
れ
て
い
る
。

一
一
砕

レ
」
一
三
口
砥
（
ノ
０

有
為
の
相
略
し
て
顕
示
す
れ
ば
、
謂
く
有
為
法
の
本
無
に
し
て
今
有
る
と
有
り
已
り
て
還
り
て
無
な
る
と
及
び
相
続
し
て
住
す
る
と
、
即
ち
此

の
前
後
相
望
し
て
別
異
な
る
の
み
。
（
大
正
羽
．
二
八
ａ
）

南
本
で
は
巻
第
十
一
の
冒
頭
、
北
本
で
は
巻
第
十
一
が
現
病
品
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
為
に
巻
の
途
中
で
、

善
男
子
よ
、
菩
薩
摩
訶
薩
は
応
当
に
是
の
大
般
浬
梁
経
に
於
い
て
専
心
に
五
秘
の
行
を
思
惟
す
べ
し
。
何
等
を
か
五
と
為
す
や
。
一
は
聖
行
、

二
は
梵
行
、
三
は
天
行
、
四
は
嬰
児
行
、
五
は
病
行
な
り
。
（
南
本
は
大
正
旭
・
六
七
三
ｂ
、
北
本
は
大
正
吃
．
四
三
二
ａ
）

南
本
は
大
正
岨
・
七
六
六
（

経
典
の
原
文
は
次
の
通
り
。

耐
の
時
、
師
子
帆
菩
薩
営

（
北
本
は
大
正
哩
・
五
一
市

経
典
の
原
文
は
次
の
通
り
。

師
子
乢
言
く
、
世
尊
、
垂

師
子
帆
菩
薩
摩
訶
薩
は
仏
に
白
く
し
て
言
く
、
世
尊
、
若
し
仏
と
仏
性
と
差
別
無
く
ん
ぱ
、
一
切
衆
生
は
何
ぞ
修
道
を
用
い
ん
や
。

正
咽
・
五
二
四
ｂ
、
南
本
は
大
正
胆
．
七
六
八
Ｃ
）

七
一L－

ノ､、
一L－

ノ、、

C
，

北
本
は
大
正
胆
．
五
二
二
ｂ

（
北
本
は
大
正

唯
だ
乳
を
取

ワワ
白白


